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主催 : 東北 圏地 域 づく り コ ン ソ ー

シ ア ム 推進 協議会
後援: 日本地 域 政策学 各 日本地域ガ バ ナ ン ス 学会



褒詞監還鮎脅詔曹頗轡悪 習 経歴隠

コ ラ ボサ ミ ッ ト は ､ 地域 づ く り に関心 を 持つ 地域住 民 ､ 行政 ､ 企業 が 情報

や意見 を交換す る こ と で ､ 地域 づ ( り に 関する新 た な ｢ 気づ き｣
-
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り ｣ を生 み 出す 場 にす る こ と を 目的 と し て ､ 年 に
-

度開催 L, て お り ､ 今年

は ｢ 東北 こ ん そ( 下 記参照) ｣ が 内閣府 の 実施 す る
｢
地方 の 元 気再 生事業｣ の

-

環 と しp て 行 い ま す .

※ 内閣府 の ｢ 地方 の 元 気再 生事 業｣ と は ､ 持続 可能 な 地方 再生 の 取 り 組み を抜 本 的 に進 め る ため ､

地 域 住 民 や団 体 の 発 意 を 受 け ､ 地 域 主 体 の 様 々 な 取り 組 み を立 ち 上 が り段 階 か ら 包 括 的
｡
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合 的 に 支 援 す る ため 実施 さ れ る 事 業 で す ｡
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東北田地域づ く り コ ン ソ

- シ ア ム 推進協議会｣ の 略称 で
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潟 県) の 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 自立 や活性化 を目 的と し て ､ 大学 や 企業 ､ 行

政等様 々 な 主体 が 連携 し ､ 地方 の 元 気再生 に 取り 組 む コ ミ ュ ニ テ ィ 支揺

ネ ッ ト ワ
ー ク で す｡

構 成 団 俸

(特活) せんだ い
｡ み やぎ

､

N P O セ ンタ
-

, ( 財) 東北開発研究セ ンタ
-

, ( 社) 東北経済

連合会, パ シ フ ィ ッ ク コ ン サルタン ツ(樵) 東北支社, ( 特活) ま ちづくり政策フ ォ
-

ラム
, 宮城県登米市, 山形県最上町, 宮城大学地域連携セ ンタ

ー

当闘⑳ 謬悶贋曹彪
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職域感電撃魔寒帯 一顧謁 督 -

薗 響 数 詞 沙 一

束北国内の 地域づくり に関わる普段の 研究 ｡ 実践の 成果を発表 しあい ます｡

山 田晴 義 宮城 大学 副学長
｡

地域 連 携セ ン タ
ー

長

置コ y3･･ W テ
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汐
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∃ 加藤 哲 夫 (特活)せんだい ｡ みやぎN P O センタ ー

代表理事

襟非 常 矢 高崎 経 済 大学 地域 政 策 学部 准 教授

塵膝沙 沙磯野 督戯

< 基調講 演 >

御国慎 - 郎氏( 地方公営企業等金融機構理事)
『
劫 違 禽二転皆 習地 域 還 元 薦臆』

風 見正三 氏(宮城大学事業構想学部教授)
『持続圃 龍な 地 域
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< パ ネル デイ ス カ ッ シ ョ ン >
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貫 宮 城大学大 学院事業構想学研 究科長

新川 達 郎 同志社大学大学院総合政策科学研究科長

響
- 昏

4 *& 調 撃 謬
｢ 地域 づ く りの 今｣ を テ

- マ に参加 者が 各テ ー プ)i/ で 討 論 し ます｡

懇親爵
場所 : クレ ア ス キ ュ

-

ル o カ フ ェ( 会 場内)

参加 費: 2 0 0 0 円( 飲 み物別)

※ シ ンポ ジウムと ワーク シ ョ ツ ブは事前申込 み が必要 で す ｡ 詳し くはホーム ページを参照下 さ い ｡




